
★トマトキバガによる被害が確認されました★

防除所ニュース（第4号）

営農タイムリー！

2025年6月16日発行

京都府病害虫防除所より、

防除所ニュース（第4号） が発表されました。

本年６月、府北部のトマトハウスにおいて、トマトキバガの虫体及びトマ
トの被害を確認しました。成虫は全長5 ㎜程度、幼虫は最大で全長8 ㎜
の小さな蛾ですが、幼虫が葉を薄皮残して食害するとともに、果実の表
面を食害します（写真１～４）。

本虫は、遠方から風に乗って飛来してくると言われており、当所が設置
したフェロモントラップの調査では過去２年と異なり、本年は４月から誘殺
を認めています（図）。

今後トマト等で拡大するおそれがありますので、施設では目合い0.4 ㎜

以下の防虫ネットで侵入を防ぎ、剪定残渣はビニル袋で密閉す

る等適切に処分してください。葉に被害痕が見られる等、発生が疑われる

場合は最寄りの農業改良普及センターまたは病害虫防除所に連絡してく

ださい。なお、発生を確認した場合、トマトおよびミニトマトでは薬剤防除

を行ってください（表）。

京都府北部地域での発生確認ですが、トマト・ミニトマトをハウス栽

培されている方は注意しましょう。



写真４ 果実の被害

写真１ 成虫（全長5mm 程度）

写真２ 幼虫（全長最大8mm、背面に黒色の横帯がある）

写真３ 葉の被害
（薄皮残して食害し、潜り込む）

京都府病害虫防除所 防除所ニュースより引用



成分系
RAC
コード

薬剤名 作物名
希釈倍数、

使用量
使用時期

本剤の
使用回数

成分別
総使用回数

スピノシ
ン系

I：5 ディアナＳＣ
トマト
ミニトマト

2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内 2回以内

スピノシン

系

物理的防

除剤

‐
I：5

ダブルシューターＳＥ
トマト
ミニトマト

1000倍 収穫前日まで 2回以内 -：2回以内

アニキ乳剤
トマト
ミニトマト

1000倍 収穫前日まで 3回以内 3回以内

アファーム乳剤
トマト
ミニトマト

2000倍 収穫前日まで 5回以内 5回以内

アグリメック トマト 500～1000倍 収穫前日まで 3回以内 3回以内

エスマルクＤＦ
トマト
ミニトマト

1000倍
発生初期(但し､
収穫前日まで)

- -

ゼンターリ顆粒水和剤
トマト
ミニトマト

1000倍
発生初期(但し､
収穫前日まで)

- -

チューンアップ
顆粒水和剤

トマト
ミニトマト

2000倍
発生初期(但し､
収穫前日まで)

- -

ピロール I：13 コテツフロアブル
トマト
ミニトマト

2000倍 収穫前日まで 3回以内 3回以内

オキサジ

アジン
I：22A トルネードエースＤＦ トマト 2000倍 収穫前日まで 2回以内 2回以内

セミカル

バゾン系
I：22B アクセルフロアブル

トマト
ミニトマト

1000倍 収穫前日まで 3回以内 3回以内

プリロッソ粒剤オメガ
トマト
ミニトマト

1回

ベリマークＳＣ
トマト
ミニトマト

1回

ベネビアＯＤ
トマト
ミニトマト

2000倍 収穫前日まで 3回以内

フェニックス
顆粒水和剤

トマト
ミニトマト

2000倍 収穫前日まで 2回以内 2回以内

2000倍 収穫前日まで 3回以内

1回

ヨーバルフロアブル
トマト
ミニトマト

2500倍 収穫前日まで 3回以内
4回以内(但し､灌
注は1回以内､散
布は3回以内)

イソオキ

サゾリン
系

I：30 グレーシア乳剤
トマト
ミニトマト

2000倍 収穫前日まで 2回以内 2回以内

ピリダリ

ル
I：UN プレオフロアブル

トマト
ミニトマト

1000倍 収穫前日まで 2回以内 2回以内

トマトキバガ 登録薬剤

I：6

2025年6月13日現在

100倍   / 1株あたり25mL / 育
苗期後半～定植当日 /灌注

トマト
ミニトマト

4回以内(但し､定
植時までの処理
は1回以内､散布
は3回以内)

プレバソン
フロアブル５

ジ
ア
ミ
ド
系

I：28

アベルメ

クチン系
ミルベマ

イシン系

生
物
農
薬

I：11A

5回以内(但し､定
植時までの処理
及び定植直後の
株元灌注は合計
1回以内､定植後
の株元灌注は1
回以内､定植後
の散布は3回以
内)

2g/株
育苗期後半～定植時/株元散布

400株あたり25mL
/ 400株あたり10～20L(1株あた
り25～50mL) / 育苗期後半～定
植当日 / 灌注


